
◯ひ◯ゅ◯ー◯ま◯ん◯ら ◯い◯つ  

図書・ビデオの貸し出し 

 図書５冊・ビデオ（DVD）３本まで、原則２週間借りていただけます。予約もできます。 

人権啓発パネルの貸し出し 

 公益社団法人鳥取県人権文化センターが作成した人権啓発パネルの貸し出しをしています。

学校・保育園での参観日や公民館・地域・企業での 

イベントの際にぜひご活用ください。                                              

開 館 時 間  

月曜日～金曜日（祝日と年末年始を除く） 

午前８時３０分～午後６時 

※ 上記時間外でも、図書・ビデオの返却ができます。 

市役所第２庁舎玄関前の 

「おかえりＢＯＸ」に入れてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

第１９５号 平成２９（２０１７）年 

米子市人権情報センター 

米子市人権情報センターは、人権に関する各種研修会の開催、学習資料の提供などを 

行なっています。お気軽にお越しください。 

日 時 

平成 29年 

８月１９日

（土曜日） 

（午前 10時～12時）  

会 場 

 

ふれあいの里  

（大会議室） 

 
講  師：岡本 美穂 さん  

（JPMI 認定 リセット®セラピスト 

ヨ-ガインストラクター） 

 

プロフィール 

JPMI 認定リセット®セラピスト、ヨ

ーガインストラクター、DL ヒーリン

グセラピスト、ベビーマッサージセ

ラピスト、マクロビオティックやリ

ビングフード指導など多彩な資格を

持ち、特にヨーガや瞑想においては

身体や心の様々なニーズに対応した

心温まる指導に定評がある。 

 

※リセット®は、簡単な

ストレッチを取り入れ

たボディワークです。身

体にゆっくり語りかけ、

心にやさしく触れなが

ら、心の平安を取り戻し

ます。 

 

 対 象 生後６か月から小学生の 

お子さんと両親（または 

祖父母）先着１５組程度。   

持 物 タオル、飲み物各自持参。 

動きやすく、リラックス 

できる服装で参加。 

小さいお子さんは抱っこ 

ひも持参。 

申込先 男女共同参画推進課   

電  話  23‐5419        
参加費無料 



  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
米子市人権情報センター   〒683-8686 米子市東町 161－2   

℡ 0859-37-3183 Fax 0859-37-3184 

E-mail humanr@ruby.ocn.ne.jp 

URL：http://www.city.yonago.lg.jp/jinken/ 

「誰でも人権アカデミー」は、どなたでもご参加いただけます。参加は無料です。 

第５回の定員は 30 名です。第 6 回の定員は 120 名です。第 5 回は米子市人権

情報センター、第 6回は米子市役所本庁舎 4 階４０１会議室で行います。 

人権情報センター（電話３７―３１８３）まで申し込みをお願いいたします。 

講 師：土肥いつきさん 

（セクシャルマイノリティ教職員ネットワーク副代表・

トランスジェンダー生徒交流会世話人） 

テーマ：「ありのままのわたしを生きる」ために 

日 時：平成２９年８月２１日（月） 

    １４：００～１６：００ 

 性的少数者（LGBT 等）について考えることは、単に「少数

の人々の問題を知る」ということにとどまるものではありませ

ん。そこには私たち一人ひとりが、自分自身をどう見つめ、ど

う生きていくのか、あるいは私たちが生きるこの社会とは何か

という問いが隠されています。「ありのままのわたしを生きる」

ための手がかりを「セクシュアリティ」という側面から一緒に

考えてみませんか。 

講 師：中倉茂樹さん 

（止揚の会事務局 徳島県西部青年の会『友輝』） 

テーマ：「ぬくもりを感じて ～止揚の生み出すもの～」 

日 時：平成２９年９月１４日（木） 

    １９：３０～２１：００ 

場 所：米子市役所本庁舎４階４０１会議室 

※開始時間・会場にご注意ください。 

 中倉茂樹さんは、高校時代、人権集会で「部落民宣言」し、

本当の仲間とつながることで感じたぬくもりをみんなに伝えら

れる人間になりたいと決意されました。自分の結婚差別の経験

や闘いを通し、同和問題学習はすべての人間が幸せになるため

の勉強であることを伝えようと活動されています。 

 同和問題について、みんなで考えてみましょう。 


